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現地が抱える開発課題 

ケニアを含むサブサハラ地域では、非感染症の疾病負荷が
増加しているが、疾病に関する理解、適切な診断・治療への
アクセスは不十分であり、患者の医療費の負担能力も不足し
ている。特にBOP層は、継続治療が必要な非感染症の治療

費を負担できず、その解決に向けた対策が喫緊の課題となっ
ている。 

企業が有するソリューション 
武田薬品工業は、「Access to Medicines」戦略の中で、ケ

ニアを含むサブサハラ地域で、同社の革新的な癌治療薬や
糖尿病・高血圧症治療薬へのアクセス改善に取り組んでい
る。その一つとして、同社製品を処方された患者が、医療費
の支払い能力に応じて治療費を支払い、中・高所得層から
得られた収益を貧困層の治療費用として再投資する、持続
可能な患者支援プログラムの構築を構築する。 

+ 
ビジネスを通じた 課題解決アプローチ 

ケニア ナイロビ、モンバサ、キスム、エルドレッド、マリンディ、マチャコス 

ビジネス 
概要： 

国・地域： 

企業： 

非感染性疾患（癌、糖尿病、高血圧症等）の診断率や治療率が低いケニアにおいて、持続
可能なビジネスモデルの構築し、BOP層による医療品アクセスの改善を目指す。 

武田薬品工業株式会社 

優れた医薬品の創出によって健康と医療への貢献を目指すグローバル製薬企業。東南ア
ジアやアフリカなど、医療制度が発展途上にある国・地域において、医薬品アクセス改善
に貢献する全社戦略「Access to Medicines」を推進している。 

ケニアにて増加する非感染症疾患（癌、糖尿病、高血圧症等）に対し、専門医向け医薬品を対象とした持続可
能な患者支援プログラムを構築し、医療費の支払能力の限られたケニアの貧困層に対する医薬品へのアクセ
スを向上することを目指す。 

医薬品アクセス改善事業準備調査（BOPビジネス連携促進） 


